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＜連絡事項＞

・5/4.5は薬剤師不在です。5/6から服用開始の内服と定期薬は5/3の受け渡しとなります。
＜患者様連絡事項＞
・奥　孝子様～排便―3日。IFオーダーが無く、本人も下剤の服用は拒否しています。
酸化マグネシウムを服用して対応したいと希望があり、今川Drへ報告し、本日昼に酸化マグネシウム（330）2錠が処方となり服用しています。明日も排便が無ければ、再度報告し処方を受けるよう指示があります。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～食事・服薬の拒否はありませんが、朝食時に主食を摂取せずに帰棟。朝食後薬服薬後に無言でレストランへ行く事があり介入すると、「パン食べて来る」と話されています。スタッフ付き添いでレストランへ移動し摂取しています。以後は、一時的に表情硬く廊下を走っている様子はありますが、対面時の対応は穏やかです。
・小笠原　文人様～前傾姿勢・呂律不良は継続。動作緩慢みられていますが、歩行時のふらつきはありません。幻聴の訴えもなく、「耳鳴りの様なものもおさまって、音が聞き取りやすくなりました」と話しています。
・袴田　隆裕様～「4時頃から起きる人とか、目覚まし時計が鳴っても起きない人、壁を叩く人がいて落ち着かない。ストレスになって夜も眠れなくなってきたから、前の病棟（東病棟）へ戻りたい」と訴え、他者の行動に対して被害的な訴え聞かれています。本人へは、今後グループホームでの生活を考えるなら、北病棟と東病棟ではどちらが退院後の生活に近いかを確認。ストレスの度に元の環境に戻っている状態では、グループホームや就労をすすめていくのは困難ではないか振り返り行っています。説明には了承し、「北病棟の方がグループホームには近いと思います。プログラムを休んだり、頓服を使って様子をみた方がいいってことですか？」と話し、以後は移動の希望聞かれずプログラムも参加しています。表情の硬さ見られています。引き続き本人の訴えの確認と、今後を見据えた対応を行っていきます。
・中村　豊様～連日ピコスルファートナトリウム服用しており、便が緩い状態。今朝にはトイレに間に合わず、ベッド上で多量の排便見られリネン汚染見られています。本人へも、排便状況によって服用を調整するよう指導しています。
